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惑星科学に関する現状調査
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1． ア ンケー ト調査と総評

　日本惑星科学会将 来計画専門委員会の は じめ て

の 仕事と して
，

1992 年 10 月「惑星科学 の 現状調

査 」と題するア ン ケ
ー

ト調査 を行 っ た．調査 の 主

たる目的は ， 日本の 「惑星科学」の振興
・発展 を計

る さきがけとして全国大学の 「惑星科学 」に関わる

教育 ・研究環境の現状 を把握する こ とである．ア

ンケ
ートは全国大学の

， 地球 ・惑星科学関連学科

を持 つ 46 の学部の学部長宛に送 り，34の学部か ら

回答が寄せ られた．ア ン ケ
ー

トに は意見 を求め る

欄 もあり，書きに くい 所 も多々 あっ たが，多くの

学部か ら貴重 な コ メ ン トをい ただい た，ア ン ケ ー

ト集計結果 は
， 惑星科学将来計画 の 立案をは じめ

とする今後の 活動の 基礎資料として 有効に活用 し

たい と考えて い るが ， また同時に広 く学会員に も

「惑星科学の将来」を考えて い ただく際の 参考とな

るの で はな い かと思い，ここ に 中間報告する こと

に した い （結果を見る際，大大学で ある東大 ・理，

東北大 ・理か らの 回答はなか っ た こ と に注意〉．

　 ア ン ケ
ー

トの集計 を終えて み て私 自身が抱 い た

率直な感想は
，

“
日本 の 惑星科学 の 教育 ・研究の

現状は 予想以 上 に厳 し い
”

とい うこ とで あ る．ア

ン ケ
ー

トの 回収率は 74％ と まず まずで はあっ たが
，

回答の 内容か らは
， 「惑星科学 」に対す る関心 が全

般的に非常に低 い とい う印象を受けた．特に，実

質的な惑星科学の教育 ・研究 を行 っ て い る大学は

極めて限られた…部で ある こ と
，

しか もそ の よう

な大学の ほ とん どが教育 ・研究 に必要な機材 ・設

備 ・予算 ・ス ペ ー
ス

・教官の 不足に よる窮状 を
一

様 に訴えて い る こ と など
， 予想 し て い た こ ととは

い え
， 改め て現実の 厳 しさを認識させ られた．こ

れは新興 の （ある い は後発の ）学問分野の 宿命か も

知れな い が ， 我 々 は この 現実を し っ か り受け止め，

今後の 改善に向けて
一
層の 努力 を怠っ て はならな

い とい う感を強 くした．こ の報告書が学会員ひ と

りひ とりの 将来 を考え議論する際の指針となれ ば

幸 い で ある。

　な お，今回の ア ン ケ ートで は「惑星科学関連」と

い う言葉が広義に も狭義にもとれ，そ れ故，同じ

質問に対 して等質の 回答が得 られに くい 点もあ っ

た．こ こ で は こ の ような項 目に対する集計は含ん

で い な い ．現在こ の 点に留意しつ つ 新たなア ン ケ

ート実施を計画中である 。

2． ア ン ケ
ー

ト調査表

各大学 に送付 した質問文は次ペ ージの 通 りで あ

る．

3． ア ンケ
ー

ト集計結果

（1）「惑星科学 」関連学科の 有無及びそ の学科 名

　　ある ： 19 部局（A 〜 S）

　　な い ： 15 部局

　　学科名（1部局に複数学科あ る 場合 も含む）

　　　地球科学科　　　　　　　 5

　　　地球惑星科学科　　　　　　4

L神戸大学理 学部地球科学教室 （日本惑星科学会 将 来計 画委員 会委員長 1
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（1）貴学部に は 「惑星科学」に関連が あると思 われ る学科があ りますか ？

　　口あ る　　口ない

　　「ある 」な らその 学科名をお教え ください ．

　　「な い 」場合は（5）へ 飛ん で くださ い ，

（2）貴学部内に は 惑星科学に関連の あ る教官（教授 ・助教授 ・講師 ・助手），技官，大学院生，学部学

　 生 はどの くらい い ますか ？

　　a）教官　　　教授　　名，
助教授 ・講師　　名 ， 助手　　名 ， 技官　　名

　　b）大学院学生　修士　　名， 博士　　名

　　 c）学部学生（1 学年）　 名

（3）貴学部に お ける惑星科学に 関係ある専門課程の 講義の 数は どの くらい で し ょ うか ？

　　学部　　 ， 大学院

（4）貴学部では，過去数年以内に惑星科学関連学科，講座等の新設，改組，拡充など何 らかの 変革が あ

　 りま したか ？

　　［コあっ た　口進行中　口なか っ た

　　「なかっ た」場合には（5）へ 飛んで下 さい ，

　　〔a）それ はい つ ，どの ような内容の もの で したか ？（年次計画 と して 進行 した場合は年度毎に お書

　　　きください ．また
， 現在進行中の場合に は，将来予定 されて い る もの も含め て お書き下 さい ．）

　　（b）こ の 変革に伴 う教 官（教授 ・助教授 ・講師 ・助手），技官 の 増員は どの 程度で したか ？

　　　　教授　　名，助教授 ・講師　　名，助手　　名 ， 技官　　名

　　（c）こ の 変革に伴う学部学生 及び大学院学生 の増員は どの 程度で したか ？

　　　　学部学生　　名，大学院学生（修士）　 名，大学院学生（博士）　 名

　　〔d）上記増員に伴 う講義室，院生室などの ス ペ ース はどの ように確保されましたか ？

　　　　〔］新増設，口学内融通，口学部内融通 ， 口学科内融通，口関連研究室融通 ，〔］変化 な し

　　  上記変革に伴 う研究室，実験室等の ス ペ
ー

ス は どの よ うに確保さ れ ま した か ？

　　　　口新増設 ， 口学内融通 ，口学部内融通，口学科内融通，口関連研究室融通 ， 口変化な し

　　  学生実験 ， 学生演習などの教育の た め の機材， 設備等は必 要最低限 の レベ ル を確保で きて い

　　　 ますか ？

　　（g）大学院教育の ため の ，あるい は，研究の ため の 設備，実験環境は必要最低限の レベ ル を確保

　　　 で きて い ますか ？

（5）今後，貴学部で惑星科学 に関わ る変革 を計画 して お られ ますか ？

　　もし計画 してお られま した ら，それが どの ような もの であるかお教え ください ．

（6）何か ご意見がご ざい ました らご自由にお 書 きください ．
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地学科

地球物理学科

地質学鉱物学科

宇宙地球科学科

化学科

自然環境学科

地球惑星 シ ス テ ム 学科

3222211

　惑星科学関連学科 として はかな りの 数ある もの

の
， 多くは既存の学科に間借 りして い る感が強 く，

例えば受験生か らみ ると「惑星科学 」を学べ る大学

は極め て 少な い ，との印象を与える だ ろ う．

（2）， （3）惑星科学関連教官数，院生学生数，講義数

　 これらの 質問に は 21部局か ら回答がよせ られ た

が
， 「惑星科学関連」とい う意味を広義 ・狭義い ず

れに も解釈で きる ことか ら回答が同質で はな く，

集計その もの は余 り意味が な い と思 わ れ る．ただ

この こ とは大学 の 理系学部に お い て す ら「惑星科

学」の 概念が全 く固 まっ て い な い こ とを示 して い

る，

（4＞惑星科学関連学科 ， 講座の 新設 ， 改組 ， 拡充

な ど

　　　あ っ た（進行中）： 9 部局

表 1

学科 名 改組 内 容
教職 員増 学生 ・院生 増

教 授 助 教 助 手 技 官 計 DC 鵬 BS

F 学科 新設 449522 「 幽 35

L 改 組 ・拡 充 322 7 囎 冒 40

S 改組 ・拡 充 21 361240

J 改組 ・拡 充 222 6 ． 曹 10

K 改組 ・拡 充 o2310

1
学科 名変 更 ・
拡 充

112 42210

o
学科名変 更 ・

拡充
00o20

N 講 座 新 設 2 警 1 4 210

H 講 座 新 設 110 21210

9部局 1512165481121176

　　　なか っ た ：25部局

「あっ た 」と回答 した部局の 改組内容な どを表 1に

示す．改組 ・拡充に おける教官ポ ス ト増の すべ て

が「惑星科学」に直接結びつ くもの ではない に しろ，

全国で少な くと も48（ア ンケ
ー

ト未回答の 部局で も

拡充があるはず）の教官ポ ス トが純増 して い る こ と

は心強 い ．

　但 し
， 次世代の 研 究教 育を担うべ き助 手の ポ ス

ト増が少な い こ と，研究教育をサポートすべ き「技

官 ・その他職員」の増員が余 りに少な い こ と， が

目立つ ．一
方 ， （小）講座 当た りの 学生増数が 多 く

（学生増（学部）÷ ［教授 ・助教授増／ 2】〜13），後に

述 べ る教 育設備 の 貧 困 さとともに 教 育環境の 悪 化

が懸念される．

 
’
改組拡充に伴う教 育 ・研究環境の 整備状況

　改組 ・拡充に伴 っ て教育 ・研究環境が どの よ う

に 整備 されたか に つ い て は 表 2 に示 し て ある．回

答が
一
様に貧困な もの で あっ た こ とに驚かされる．

特に院生室 とか講義室に つ い て は い ずれの 部局 か

らも
“
変化な し

”
の 回答が寄せ られ，すべ て学内，

学部内等の 融通に頼 っ て い る現状が浮 き彫 りに さ

れた．枠組み は作 っ て も内容は知 らな い ，とい っ

　　 た貧 しい 大学行政 の反映で あろ う．

　　　 なお，本ア ン ケ
ー

ト回収後に
“
L部局

’t
で

　　 は学科の 建物新設が認め られた．

　　 （5）今後の 拡充計画 につ い て

　　　 今後の 拡充計画 を持 っ て い る部局 とその 内

　　 容は表 3 に示 した．（3）の 改組拡充の 延長 h

　　 にあるの が 4部局 ， 新たに改組を予定して い

　　 る もの が 4 部局 とな っ て い る．い ずれ も教官

　　 増 に つ い て は極端に
“

抑えた
”

要求案で ある

　　 ことが見 とれる．

　　 （6）改組等にかかわ っ た意見

　　　 種 々 の観点か らさまざまな意見が よせ られ

　　 て い る．特に改組 ・拡充問題にかかわっ た意
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見を列挙 して お きた い ．な お
， 紙面の 都合一ヒ文意

を変えな い よう縮め たもの もある．

・
惑星科学関連の 講座増が あっ て も，建物や予算

　が増えたとい う話は聞かない ．既設分野に迷惑

　をか けなが ら，部屋 や カ リキ ュ ラ ム ，図書雑誌

　な ど整備 して い くこ とは容易で ない （N ）．

・講座増や 学生増はあっ て も助手ポ ス トの 配当は

　は先送 りとな っ て お り， 教育に支障をきた して

　い る （1）．

・学科薪設が決まっ て も学生実験室や研究室の確

　保の 見通 しが なく教育 ・研究の 責任主体た る理

　学部として も大変頭を痛めて い る（F ）・　　 表2
・学科新設に際 して かな り前か ら学生実験，

　演習等の 準備が必要 で あるが，助手ポ ス

　トの 配分が後回しに な っ て い て
， 準備が

　大幅に 遅 れ て い る（F ）．

・旧組織が 不完全講座 で あ り，現在で さえ

　教育に支障を感 じて い る．惑星科学部門

　の新設で もなければ，新 しい 分野で ある

　惑星科学に教官をさくの は無理で ある

　（J）．

・大学院の お か れ て い る状況が余 りに貧困

　で あり，奨学金 の 給付や院生旅費枠 の 新
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 い る．
　設，教官旅費枠の 拡大な どを進め る こ と

　が先決（J）．

・地球科学関係研究科の 学生の 中には惑星

　科学に興味を もつ もの も多い が，現 ス タ

　 ッ フ の 構成から言 っ て研究テ
ー

マ を与 え

　るなど指導する の は容易で な い ．非常勤

　講師枠を増やすな どして まずは教育交流

　が必要で は ない か（D ）．

4． 謝辞

　お 忙しい とこ ろ ，ア ン ケ
ー

トに御協力 い

ただ きました皆様 には心からお礼を申し上

げます。尚 ，
ア ン ケ

ー
トの 分析 につ い て 大 阪大学

の 土 山明さんか らは貴重な御意見をい ただ きまし

た．また集計整理 に関 しては東京工業大学の 工藤

恵 さん ，原亜紀子さん の 御協力を得ました．こ の

場 をお借 りして 深 く感謝申し上 げます，

学科 名 研 究 室 ・実験 室 の 増 設 ・整備 な ど 教育材料 等の 整備 費 ＊

F 学 内融 通 〔4 ヶ 所 に 分 散 ） 有｛若 干 ）

L 学部内，学科内融通 な し

S 学 内．学 部 内，学科 内融 通 有（若干）

J 学 部内 融 通 な し

K 学 部 内 融 通 有〔若干）

1 学 科 内 融 通 な し

O 学 部内融 通 な し

N 学 部 内，学科 内融 通 な し

H 学科 内融 通 な し

＊ 「有 」は文部省よ り配当され て お り，［なし」は 学科内努力で 調達して

3

教 職員 増 員 要 求 学 生
・
院 生 増

部 局 拡 充 ・改 組 予定
教 授 助教 助手 技官 計 DC 鵬 BS

F 専 攻 新 設 o25250

S
専 攻 の 改 組 ・拡
充

o6120

O 講座増 ？ ？

N
大 講 座 制 へ の 改

組
1 0

D 改 組 徴 ？

A
改 組 ・拡 充 ，大

学 院 重 点 化
？ ？

M 教養 部 改 組 ？ ？

P 学科 名 変 更 ？ ？
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